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平成 17年 10月 27日 大阪大学言語文化学会第 29回大会
く研究発表＞




藤原康弘： Critical Language Testing on Pragmatic Tests: 














収 入 支 出





991,000 『言語文化学』第 13号発送費 79,500 
31,000 通信費 42,105 








































2. 本会の会計年度は 4月より翌年 3月までとする。
第11条 本会の事務局は大阪大学大学院言語文化研究科内におく。
186 
付則 1. 通常会員は会費として年間 3000円を納める。
2. この会則の改正は、総会において出席者の 3分の 2以上の賛同を必
要とする。
3. 本会則は平成3年 5月8日より発効する。












































An Unweeded Garden That Grows to Rhyme: 






（朝鮮語例）牲茫叶豆 (GENBUNTaro), 7d剋立 (KIMMinho) 
＊朝鮮名・中国名の場合は、姓名を分かち書きしないこと。
（中国語例）胡 琳 (HULin) *ローマ字表記は日本語読み (KORin)等でも可。
（英語例） GENBUN Tarou [姓（全大文字）＋名前（先頭だけ大文字）］

























































































までの MOや、 CD-R等も可）。論文の入った文書ファイルはワード 2000で読める形式
にすること（テキストファイルも可）。その他の形式については、あらかじめ事務局に照
会すること。
4. その他
く原稿の種類変更＞
一度提出された原稿の種類（論文、研究ノート）は、原則として変更できませ
ん。
くネイティヴ・チェック＞
本文、論文要旨とも、栂語以外で書かれた部分については、かならずネイティ
ヴ・チェックを受けてから提出してください。文章力が著しく劣る場合は内容の如
何にかかわらず不採用となることがあります。
く無断引用・剥窃＞
近年、文献やウェブサイトからの無断引用・測窃が大きな問題となっています。
言うまでもないことですが、引用箇所については、出典をはっきりと示してくだ
さい。査読段階で無断引用・剥窃が指摘された場合、たとえ故意でなくとも、不
採用とする場合があります。刊行後に問題が発覚した場合、執筆者の研究者とし
ての将来が損なわれるだけでなく、学会誌の信用を著しく低下させ、他の学会員
に大きな迷惑をかけることになります。この点を重々認識した上で執筆してくだ
さし'o
その他執筆に関してご不明な点があれば、大阪大学言語文化学会事務局 (genbunjl@
lc.lang.osaka-u.ac.jp) までお問い合わせください。
